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目的 Peplomycin の臨床効果を調べる 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 埼玉医大病院、国立がんセンター附属病院、和歌山県立医大病院、

他 
対象者 皮膚扁平上皮癌 95 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ １ ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ ３ ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （  ）不明 

介入（要因曝露） Peplomycin 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 奏効率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 5 年生存率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

Peplomycin1 日 2 回分割、筋注：20CR+33PR/86,RR61.6％（対象は

anyTN0M0:68.5%, anyTN1M0:25%, M1:10%）。 

Peplomycin+mitomycin C: 1CR+4PR/9（対象症例：T3,4） 

5 年生存率は TanyN1M0(n=14)で 83％であった。 
Peplomycin の 1 日 2 回分割投与法は、有害反応を低下させて効果を

発揮した。Peplomycin+mitomycin C は T3,4 に良く効き、また、

N1,N3,M1 の一部にも効果があった。手術や放射線療法と組みあわせ

ることにより 5年生存率は歴史対照に比べて改善された。 

結論 

Peplomycin 単剤あるいは Peplomycin を含んだ多剤併用療法は、皮膚

皮膚扁平上皮癌に有効である。 

一次研究の 8 項目 

備考 
 

レビューワーコメント レビューワー氏名 宇原 久 



レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ IV ） 

皮膚扁平上皮癌の化学療法の効果について検討されたこれまでの報

告の中で、最も多数例の症例について検討した研究である。原発巣

には高い奏効率を示すが、リンパ節転移や遠隔転移についてはやは

り厳しいものがある。このような状況下で手術や放射線療法と組み

あわせることにより、TanyN1M0(n=14)の 5 年生存率が 83％という値

は立派である。進行期にあっても集学的治療が有効である可能性を

示すものである。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


